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成人発症微小変化型ネフローゼ症候群（Adult-onset Minimal Change 
Nephrotic Syndrome: Adult MCNS）のステロイド反応性や長期予後につい
ての報告は少ない。本研究では Adult MCNS において年齢と治療経過や治
療関連有害事象との関連を明らかにする事を目的として以下の解析をお
こなった。当施設において 2000 年 12 月から 2014 年 2 月までに腎生検で














れ 33 例(48.5％)にステロイドパルス療法が施行された。Cyclosporin と












積 prednisolone 投与量は経過観察 3 年目においても更に増加傾向を認め
ており、高齢群においても若年群と同様に増加する傾向が見られた。特に
高齢者においては感染症をはじめとする有害事象に注意する必要があり、
初期治療の段階から積極的な免疫抑制剤の併用によりステロイド薬の累
積投与量を抑えるなど新たな治療レジメン開発の必要があると考えられ
た。 
 
 
